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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信を容易にする方法であって、
　前記方法は、
　第１認知ステーション（ＣＳ）で、認知中央ステーション（ＣＣＳ）から一つ以上の候
補周波数の候補リスト、及び前記第１ＣＳがＣＳグループのグループリーダとして指定さ
れることを示す情報を含むメッセージを受信することであって、前記候補リストの各周波
数は、端末の通信範囲内で前記端末、前記ＣＣＳ、及びプライマリステーションのそれぞ
れが動作するように構成される周波数である、ことと、
　前記ＣＳグループのグループメンバーである一つ以上の第２ＣＳで、伝送パラメータを
形成するために、前記候補リストの周波数の利用可能性を測定することと、
　前記第１ＣＳで、前記第２ＣＳから前記伝送パラメータのそれぞれを受信することと、
　前記第２ＣＳと前記端末との距離または前記第２ＣＳと前記プライマリステーションと
の距離に基づいて、前記伝送パラメータのうちの１つを選択することと、
　前記第１ＣＳで、前記選択された伝送パラメータに基づき、前記候補リストのどの周波
数が前記端末と前記ＣＣＳとの通信に利用可能であるかを示すターゲット周波数リストを
決定することと、
　前記端末が前記ＣＣＳと通信を行うことが許可される前記ターゲット周波数リストの一
つ以上の周波数を識別する割当メッセージを前記端末に提供することと
を含む、方法。
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【請求項２】
　前記割当メッセージを端末に提供することは、前記第１ＣＳにより前記割当メッセージ
を前記端末にブロードキャストすることを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　測定された干渉レベル、前記プライマリステーションの地理的位置及び前記ＣＣＳの地
理的位置に基づいて、前記割当メッセージのブロードキャストを行うための電力レベルを
決定することをさらに含み、
　前記割当メッセージは、前記決定された電力レベルでブロードキャストされる、請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　前記伝送パラメータは、前記候補リストの各周波数が利用可能か否かを示す、請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　前記候補リストは、複数の候補周波数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＣＣＳからの前記メッセージは、前記ＣＣＳの地理的位置及び前記プライマリステ
ーションの地理的位置をさらに含み、
　前記方法は、
　前記端末で、測定された干渉レベル、前記ＣＣＳの地理的位置及び前記プライマリステ
ーションの地理的位置に基づいて通信伝送電力レベルを決定することと、
　前記決定された通信伝送電力レベルを用いて前記ＣＣＳにコミュニケーションを伝送す
ることと
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記伝送することは、
　前記端末から前記第１ＣＳに前記コミュニケーションを伝送することと、
　前記第１ＣＳで前記コミュニケーションを受信することと、
　前記第１ＣＳから前記ＣＣＳに前記コミュニケーションを中継することと
を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記割当メッセージは、前記ターゲット周波数リストの特定周波数が、定義された電力
限界値の範囲内でのみ前記コミュニケーションを伝送するために用いられることを示す、
請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記端末は、定義されたコーディング、変調、及び伝送電力を用いて前記ＣＣＳへの前
記コミュニケーションの伝送を行い、
　前記コーディング、前記変調または前記伝送電力のうちの少なくとも一つは、前記割当
メッセージ内のデータに基づいて決定される、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１ＣＳは、与えられた周波数スペクトルにわたって前記候補リストの周波数の周
波数特徴を測定するように構成される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＣＣＳは、移動端末、無線送信機、基地局、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、またはア
クセスポイントのうちの一つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記端末は、前記プライマリステーションのカバレッジ内に位置する、請求項１に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記ＣＳ及び前記ＣＣＳは、固定型ステーションである、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記受信された伝送パラメータは、前記候補リストのそれぞれの周波数に関する測定デ
ータを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　無線通信を容易にする装置であって、
　前記装置は、
　認知中央ステーション（ＣＣＳ）から一つ以上の候補周波数の候補リスト、及び前記装
置がＣＳグループのグループリーダとして指定されることを示す情報を含むメッセージを
受信することであって、前記候補リストの各周波数は、端末の通信範囲内で前記端末、前
記ＣＣＳ、及びプライマリステーションのそれぞれが動作するように構成された周波数で
ある、ことと、前記ＣＳグループの各ＣＳから伝送パラメータのそれぞれを受信すること
とを実行するように構成されるレシーバと、
　第２ＣＳと前記端末との距離または前記第２ＣＳと前記プライマリステーションとの距
離に基づいて、前記伝送パラメータのうちの１つを選択することであって、前記受信され
た伝送パラメータは、前記候補リストの周波数の利用可能性を測定することにより、前記
ＣＳグループの各ＣＳで生成される、ことと、前記選択された伝送パラメータに基づき、
前記候補リストのどの周波数が前記端末と前記ＣＣＳとの通信に利用可能であるかを示す
ターゲット周波数リストを決定することとを実行するように構成されるプロセッサと、
　前記端末が前記ＣＣＳと通信を行うことが許可される前記ターゲット周波数リストの一
つ以上の周波数を識別する割当メッセージを、前記端末に提供するように構成されるトラ
ンスミッタと
を含む、装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに係り、特に、認知無線通信を容易にすることに関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　認知無線（ＣＲ：ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｒａｄｉｏ）システムにおいて、無線周波数（
ＲＦ）スペクトルリソースは、主として、免許ユーザー（ｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｕｓｅｒｓ
）及び認知無線可能ユーザー（ＣＲ－ｃａｐａｂｌｅ　ｕｓｅｒｓ）の両者に共有される
。図１を参照すると、免許ユーザーは、基地局１０１、及び基地局と通信するように構成
される少なくとも一つの端末１０２を含むことができる。認知無線可能ユーザーは、認知
中央ステーション（ＣＣＳ：ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｃｅｎｔｒａｌ　ｓｔａｔｉｏｎ）１
０３と通信するように構成されるＣＲ端末１０４を含むことができる。
【０００３】
　免許ユーザーは、プライマリユーザーとも呼ばれる。これは、それらユーザーがＲＦス
ペクトルリソースに接続して利用するにおいて完全な特権が与えられるからである。基地
局１０１は、プライマリレシーバとも呼ばれる。これは、他の特徴の中でも、基地局が端
末１０２から通信信号（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）を受信するからである。また、基
地局１０１は端末１０２に通信信号を伝送することができる。
【０００４】
　認知無線可能ユーザーは、セカンダリユーザーとも呼ばれる。これは、免許ユーザーと
は違い、認知無線可能ユーザーがＲＦスペクトルリソースに接続して利用するにおいて完
全な特権が与えられないからである。認知無線可能ユーザーは、一般に、（認知無線可能
なユーザーにより生成される）プライマリユーザーに対する干渉が特定のレベル（または
複数のレベル）を超えないように制限される形でリソースを用いる。すなわち、リソース
を用いるにあって（例えば、ＣＣＳ　１０３とＣＲ端末１０４との間に通信を行うにあっ
て）、認知無線可能ユーザーには、プライマリユーザーに対する干渉が特定レベル未満に
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維持することが要求されることがある。
【０００５】
　干渉を特定レベル未満に維持することは認知無線の一様上であり、ＱｏＳ（ｑｕａｌｉ
ｔｙ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）は他の様上である。例えば、セカンダリユーザーは、専ら
セカンダリユーザーの観点から、ＱｏＳ基準を満たすに適した電力レベル（または、複数
のレベル）を用いてお互いに通信することを目的とする。両様相を満たすには、端末１０
４は、プライマリレシーバ１０１によるコミュニケーション（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ）の存在を探知するために周辺ＲＦ環境を測定（または感知）するように構成される
。端末１０４は、これら測定（または感知）機能を、正確で信頼できる方法で、広い周波
数スペクトルの範囲にわたって行う。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上述した問題点を解決できる無線通信用装置及び方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施例に係る無線通信を容易にする方法は、第１認知ステーションが認知中
央ステーションから少なくとも一つの候補周波数の候補リストを有するメッセージを受信
することを含み、前記候補周波数中の各周波数は、端末の通信範囲内に位置する端末、Ｃ
ＣＳ、及びプライマリステーションのそれぞれが動作するように構成された周波数である
。さらに、第１伝送パラメータを生成するために前記周波数リスト中の周波数の利用可能
性を測定すること、伝送パラメータに基づいて、前記端末と前記ＣＣＳ間の通信を行うの
に利用できる、前記候補リストの周波数または周波数を示すターゲット周波数リストを決
定することを含む。
【０００８】
　本発明の他の実施例に係る無線通信を容易にする装置は、認知中央ステーション（ｃｏ
ｇｎｉｔｉｖｅ　ｃｅｎｔｒａｌ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＣＣＳ）から、少なくとも一つの候
補周波数の候補リストを含むメッセージを受信するように構成されるレシーバを含み、前
記候補リスト中の各周波数は、端末の通信範囲内に位置する前記端末、前記ＣＣＳ及びプ
ライマリステーションのそれぞれが動作するように構成された周波数である。この無線通
信を容易にする装置は、第１伝送パラメータを生成するために、前記候補リスト中の周波
数の利用可能性を測定し、伝送パラメータに基づき、前記端末及び前記ＣＣＳ間の通信用
に利用可能な前記候補リスト中の周波数または周波数を示すターゲット周波数リストを決
定するように構成されるプロセッサをさらに含む。また、前記端末が前記ＣＣＳと通信を
行う前記ターゲット周波数リスト中の少なくとも一つの周波数を識別するための割当メッ
セージを、前記端末に提供するように構成されたトランスミッタをさらに含むことができ
る。
【０００９】
　本発明のさらに他の実施例に係る無線通信を容易にする方法は、第１グループの周波数
のいずかれを通じて端末及び認知中央ステーション（ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｃｅｎｔｒａ
ｌ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＣＣＳ）間の無線通信を許容すること－前記第１グループの周波数
の少なくとも一つは、前記端末の通信範囲内に位置しているプライマリステーションと関
連した周波数である－；前記ＣＣＳから少なくとも一つの候補周波数の候補リスト－前記
候補リストの各周波数は、前記端末、前記ＣＣＳ及び前記プライマリステーションのそれ
ぞれが動作するように構成される周波数である－を含むメッセージを、第１認知ステーシ
ョン（ＣＳ）で受信すること－前記第１ＣＳは、複数のＣＳのいずれか一つであり、複数
のＣＳのいずれか一つはグループリーダＣＳである－；前記第１ＣＳで第１伝送パラメー
タを生成するために、前記候補リスト内周波数の利用可能性を測定すること；前記第１Ｃ
Ｓから前記グループリーダＣＳに前記第１伝送パラメータを伝送すること；前記グループ
リーダＣＳで前記第１伝送パラメータを受信すること；前記第１ＣＳから受信された伝送
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パラメータに基づき、前記端末及び前記ＣＣＳ間に利用できる前記候補リストの周波数ま
たは周波数を示すターゲット周波数を決定すること；前記グループリーダＣＳにより、前
記ターゲット周波数リストの少なくとも一つの周波数を識別する割当メッセージをブロー
ドキャストすること；前記端末で前記割当メッセージを受信すること；前記割当メッセー
ジで識別された前記ターゲット周波数リストの周波数を用いて前記端末から前記ＣＣＳに
コミュニケーションを伝送すること；を含む。
　本明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　第１認知ステーション（ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＣＳ）が認知中央ステ
ーション（ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｃｅｎｔｒａｌ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＣＣＳ）から少なく
とも一つの候補周波数の候補リストを含むメッセージを受信し－前記候補リストの各周波
数は、端末の通信範囲内で前記端末、前記ＣＣＳ、及びプライマリステーションのそれぞ
れが動作する周波数である－、
　前記第１ＣＳで第１伝送パラメータを生成するために、前記候補リスト中の周波数の利
用可能性を測定し、
　第１伝送パラメータに基づき、前記端末と前記ＣＣＳとの通信に利用可能な、前記候補
リストの周波数または周波数を表すターゲット周波数リストを決定すること、
　前記端末が前記ＣＣＳと通信を行うために、前記ターゲット周波数リストの少なくとも
一つの周波数を識別するための割当メッセージを前記端末に提供すること、
を含む、無線通信を容易にする方法。
（項目２）
　前記第１ＣＳからグループリーダＣＳに前記第１伝送パラメータを伝送し、
　前記グループリーダＣＳで前記第１伝送パラメータを受信し、
　前記グループリーダＣＳで前記ターゲット周波数リストを決定し、
　前記グループリーダＣＳにより前記割当メッセージを前記端末にブロードキャストする
こと、
をさらに含む、項目１に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目３）
　測定された干渉レベル、前記プライマリステーションの地理的位置及び前記ＣＣＳの地
理的位置に基づいて、前記割当メッセージのブロードキャストを行うための電力レベルを
決定し、
　前記割当メッセージを、決定された電力レベルでブロードキャストすること、
をさらに含む、項目２に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目４）
　前記第１伝送パラメータは、前記測定による決定に従い、前記候補リスト中の各周波数
が利用可能か否かを表すことを特徴とする、項目１に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目５）
　前記候補リストは、複数の候補周波数を含むことを特徴とし、
　前記第１ＣＳで前記第１伝送パラメータを生成するために、前記候補リスト中の周波数
の利用可能性を測定し、
　前記第１伝送パラメータに基づいて前記端末と前記ＣＣＳとの通信を行うのに利用でき
る前記候補リストの周波数を表す前記ターゲット周波数リストを決定し、
　前記ターゲット周波数リストの周波数を識別する前記割当メッセージを前記端末に提供
すること、
をさらに含む、項目１に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目６）
　第１ＣＳグループは、少なくとも一つの前記ＣＳを含み、第２ＣＳグループは少なくと
も一つの前記ＣＳを含むことを特徴とし、
　前記第１ＣＳグループ内のそれぞれの前記ＣＳは、前記第１伝送パラメータを生成する
ために、前記候補リスト中の第１グループ周波数の利用可能性を測定し、
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　前記第１ＣＳグループ内のそれぞれの前記ＣＳがグループリーダＣＳに第２伝送パラメ
ータを伝送し－前記第１グループの周波数は、第２グループの周波数と異なる－、
　前記グループリーダＣＳが前記第１伝送パラメータ及び前記第２伝送パラメータを受信
し、
　前記第１伝送パラメータ及び前記第２伝送パラメータに基づいて、前記端末と前記ＣＣ
Ｓとの通信に利用可能な前記候補リスト中の周波数または周波数を表す前記ターゲット周
波数リストを決定すること、
をさらに含む、項目１に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目７）
　前記ＣＣＳからの前記メッセージは、前記ＣＣＳの地理的位置及び前記プライマリステ
ーションの地理的位置をさらに含むことを特徴とし、
　前記端末で、測定された干渉レベル、前記ＣＣＳの地理的位置及び前記プライマリステ
ーションの地理的位置に基づいて通信伝送電力レベルを決定し、
　決定された通信伝送電力レベルを用いて前記ＣＣＳにコミュニケーション（ｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎ）を伝送すること、
をさらに含む、項目１に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目８）
　前記伝送は、
　前記端末から前記ＣＳに前記コミュニケーションを伝送し、
　前記ＣＳで前記コミュニケーションを受信し、
　前記ＣＳから前記ＣＣＳに前記コミュニケーションを中継すること、
を含むことを特徴とする、項目７に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目９）
　前記ターゲット周波数リストの周波数を用いて前記ＣＳに前記コミュニケーションを伝
送することは、前記プライマリステーションが前記ターゲット周波数リストの周波数を使
用目的で必要とするまで発生することを特徴とする、項目７に記載の無線通信を容易にす
る方法。
（項目１０）
　前記割当メッセージは、前記ターゲット周波数リストの特定周波数が、定義された電力
限界値の範囲内でのみ前記コミュニケーションを伝送するということを表すことを特徴と
する、項目７に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目１１）
　前記端末は、定義されたコーディング（ｃｏｄｉｎｇ）、変調、及び伝送電力を用いて
前記ＣＣＳへの前記コミュニケーションの伝送を行い、
　コーディング、変調または伝送電力の少なくとも一つは、前記割当メッセージ内のデー
タに基づいて決定されることを特徴とする、項目７に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目１２）
　前記プライマリステーションは、移動端末、無線送信機、基地局、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏ
ｄｅＢ、またはＡＰ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）のいずれか一つを含むことを特徴とす
る、項目１に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目１３）
　前記第１ＣＳは、与えられた周波数スペクトルにわたって前記候補リスト内の周波数の
周波数特徴を測定するように構成されることを特徴とする、項目１に記載の無線通信を容
易にする方法。
（項目１４）
　前記ＣＣＳは、移動端末、無線送信機、基地局、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、またはＡ
Ｐ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）の一つを含むことを特徴とする、項目１に記載の無線通
信を容易にする方法。
（項目１５）
　前記ＣＣＳは、前記プライマリステーションに配置されることを特徴とする、項目１に
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記載の無線通信を容易にする方法。
（項目１６）
　前記ＣＳ及び前記ＣＣＳは、固定型ステーション（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）であ
ることを特徴とする、項目１に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目１７）
　前記第１伝送パラメータは、前記候補リスト中のそれぞれの周波数に関する測定データ
を含むことを特徴とする、項目１に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目１８）
　認知中央ステーション（ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｃｅｎｔｒａｌｓｔａｔｉｏｎ、ＣＣＳ
）から、少なくとも一つの候補周波数の候補リストを含むメッセージを受信するように構
成されるレシーバ－前記候補リスト中の各周波数は、端末の通信範囲内に位置する前記端
末、前記ＣＣＳ、及びプライマリステーションのそれぞれが動作するように設定された周
波数である－と、
　第１伝送パラメータを生成するために、前記候補リスト中の周波数の利用可能性を測定
し、伝送パラメータに基づき、前記端末と前記ＣＣＳ間の通信用に利用可能な前記候補リ
スト中の周波数または周波数を示すターゲット周波数リストを決定する、ように構成され
るプロセッサと、
　前記端末が前記ＣＣＳと通信を行う前記ターゲット周波数リスト中の少なくとも一つの
周波数を識別するための割当メッセージを、前記端末に提供するように構成されたトラン
スミッタと、
を含む、無線通信を容易にする装置。
（項目１９）
　第１グループの周波数のいずかれを通じて端末及び認知中央ステーション（ｃｏｇｎｉ
ｔｉｖｅ　ｃｅｎｔｒａｌ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＣＣＳ）間の無線通信を許容し－前記第１
グループの周波数の少なくとも一つは、前記端末の通信範囲内に位置しているプライマリ
ステーションと関連した周波数である－、
　前記ＣＣＳから少なくとも一つの候補周波数の候補リスト－前記候補リストの各周波数
は、前記端末、前記ＣＣＳ及び前記プライマリステーションのそれぞれが動作するように
構成される周波数である－を含むメッセージを、第１認知ステーション（ＣＳ）で受信し
－前記第１ＣＳは、複数のＣＳのいずれか一つであり、複数のＣＳのいずれか一つはグル
ープリーダＣＳである－、
　前記第１ＣＳで第１伝送パラメータを生成するために、前記候補リスト内周波数の利用
可能性を測定し、
　前記第１ＣＳから前記グループリーダＣＳに前記第１伝送パラメータを伝送し、
　前記グループリーダＣＳで前記第１伝送パラメータを受信し、
　前記第１ＣＳから受信された伝送パラメータに基づき、前記端末及び前記ＣＣＳ間に利
用できる前記候補リストの周波数または周波数を示すターゲット周波数を決定し、
　前記グループリーダＣＳにより、前記ターゲット周波数リストの少なくとも一つの周波
数を識別する割当メッセージをブロードキャストし、
　前記端末で前記割当メッセージを受信し、
　前記割当メッセージで識別された前記ターゲット周波数リストの周波数を用いて前記端
末から前記ＣＣＳにコミュニケーションを伝送すること、
を含む、無線通信を容易にする方法。
（項目２０）
　リストは複数の候補周波数を含むことを特徴とし、
　前記第１ＣＳで前記第１伝送パラメータを生成するために前記候補リスト中の周波数の
利用可能性を測定し、
　前記第１ＣＳから受信された前記第１伝送パラメータに基づき、前記端末及び前記ＣＣ
Ｓ間の通信を可能にする周波数のリストを示す前記ターゲット周波数リストを決定し、
　前記グループリーダＣＳにより前記ターゲット周波数リストの周波数を識別するための
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前記割当メッセージをブロードキャストすること、
をさらに含む、項目１９に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目２１）
　第１ＣＳグループは、複数のＣＳのうち少なくとも一つのＣＳを含み、第２ＣＳグルー
プは、複数のＣＳのうち少なくとも一つのＣＳを含むことを特徴とし、
　前記第１ＣＳグループ中のそれぞれのＣＳが前記第１伝送パラメータを生成するために
、前記候補リスト中の第１グループ周波数の利用可能性を測定し、
　前記第２ＣＳグループ中のそれぞれのＣＳが第２伝送パラメータを生成するために、前
記候補リスト中の第２グループ周波数の利用可能性を測定し－第１グループの周波数は、
第２グループの周波数と異なる－、
　前記第１ＣＳグループ内のそれぞれのＣＳから第１グループリーダＣＳに前記第１伝送
パラメータを伝送し、
　前記第２ＣＳグループ内のそれぞれのＣＳから第２グループリーダＣＳに前記第２伝送
パラメータを伝送し、
　グループリーダＣＳ及び前記第２グループリーダＣＳでそれぞれ、前記第１伝送パラメ
ータ及び前記第２伝送パラメータを受信し、
　前記第１伝送パラメータ及び前記第２伝送パラメータの両方またはいずれか一方に基づ
き、前記端末と前記ＣＣＳ間の通信用に利用できる前記候補リスト周波数または周波数を
示す前記ターゲット周波数リストを決定すること、
を含む、項目１９に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目２２）
　前記ＣＣＳからのメッセージは、前記ＣＣＳの地理的位置及び前記プライマリステーシ
ョンの地理的位置をさらに含むことを特徴とし、
　前記端末で、測定された干渉レベル、前記ＣＣＳの地理的位置及びプライマリステーシ
ョンの地理的位置に基づいて通信伝送電力レベルを決定し、
　決定された通信伝送電力レベルを用いて前記ＣＣＳにコミュニケーションを伝送するこ
とをさらに含む、項目１９に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目２３）
　前記伝送することは、
　前記端末から前記ＣＳに前記コミュニケーションを伝送し、
　前記ＣＳで前記コミュニケーションを受信し、
　前記ＣＳから前記ＣＣＳに前記コミュニケーションを中継すること、
を含むことを特徴とする、項目１９に記載の無線通信を容易にする方法。
（項目２４）
　前記第１伝送パラメータは、前記測定による決定に従い、前記候補リスト中の各周波数
が利用可能か否かを示すことを特徴とする、項目１９に記載の無線通信を容易にする方法
。
（項目２５）
　前記割当メッセージのブロードキャストを行うために、測定された干渉レベル、前記プ
ライマリステーションの地理的位置及び前記ＣＣＳの地理的位置に基づいて電力レベルを
決定し、
　決定された電力レベルで前記割当メッセージをブロードキャストすること、
をさらに含む、項目１９に記載の無線通信を容易にする方法。
【００１０】
　上記の及び他の実施例は、添付の図面を参照して説明される実施例の詳細な説明から、
当該技術の分野における通常の知識を有する者には明らかになるであろう。本開示は、い
かなる特定実施例にも制限されない。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の様々な実施例によれば、ユーザーは、干渉を特定制限値以下に維持し且つＱｏ
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Ｓ基準に合うＱｏＳを有する状態で通信を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本発明の特徴、様態が、以下の発明の実施例及び添付の図面から、より明らかになるで
あろう。
【図１】認知無線通信システムを含む通信システムである。
【図２】本発明の一実施例に係る認知無線通信システムを含む通信システムである。
【図３】本発明の一実施例に係る認知ステーションのブロック図である。
【図４】本発明の一実施例に係る動作流れ図である。
【図５】本発明の種々の実施例に係る端末のブロック図である。
【図６】本発明の種々の実施例に係る無線通信システムの種々の個体間の信号流れ図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下の発明の詳細な説明において、本発明の特定実施例を説明するために示され、その
一部を構成する添付図面が説明される。当該技術の分野における通常の知識を有する者に
は、本発明の範囲から逸脱することなく、他の実施例が可能であり、手順的な変更の他、
構造的（ｓｔｒｕｃｔｕｒａｌ）、電気的（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ）な変更が可能である
ということが理解できるであろう。図面中、同一のまたは類似の部分には、可能な限り同
一の参照符号を使用するものとする。
【００１４】
　以下、様々な実施例を、関連の要求事項（ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔ）及びプロトコル（
ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ）によって構成された関連個体（ｅｎｔｉｔｙ）及び無線（ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ）認知無線（ＣＲ）通信システムに関連して開示する。このようなネットワーク
は、例えば。周波数分割多重接続（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＦＤＭＡ）、時分割多重接続（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＴＤＭＡ）、コード分割多重接続（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ、ＣＤＭＡ）、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂ
ａｎｄ　ＣＤＭＡ、Ｗ－ＣＤＭＡ）、及びＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＵＭＴＳのＬＴＥ（Ｌｏｎ
ｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）及びＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）など、様々な無線インタ
ーフェース（ａｉｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）及び／または物理層（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌ
ａｙｅｒｓ）を用いる無線通信システムを含むことができる。モバイルブロードバンドサ
ービスの需要が増大するにつれ、かかる増加一路の要求に対処するために、ＬＴＥ及びＩ
ＥＥＥ　８０２．１６ｍのように「３Ｇの後続システム（ｂｅｙｏｎｄ　３Ｇ　ｓｙｓｔ
ｅｍ）」に対する標準化及び開発が浮上してきている。「ブロードバンド（ｂｒｏａｄｂ
ａｎｄ）」とは、大容量の帯域幅を示唆する。このように、使用可能な帯域幅の量は、無
線通信の分野において好ましい特徴である。しかしながら、従来の帯域幅は非常に静的に
利用される。このような利用手法（ｕｔｉｌｉｚａｔｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅｓ）では、周
波数スペクトルの少なくとも一部が、特定アプリケーション（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）
用に固定（または割当）される。
【００１５】
　利用手法に関し、２つの注目すべき点がある。一つは、割り当てられた部分の実際利用
は、多くの関心周波数バンドにおいて驚くべきほど低いという点である。もう一つは、適
切な（または、少なくとも良性（ｂｅｎｉｇｎ）の）新しい（例えば、未使用の）周波数
帯域を見つけることは非常に難しいという点である。
【００１６】
　このような点から、認知無線（ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｒａｄｉｏ）伝送に対する関心が
高まっている。上述したように、干渉（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）－及びＱＯＳ（ｑｕ
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ａｌｉｔｙ－ｏｆ－ｓｅｒｖｉｃｅ）－関連の目標を満たすために、ＣＲ可能な端末（Ｃ
Ｒ移動端末またはＣＲ端末とも呼ぶ）は、大きい範囲（または、複数の範囲）の周波数に
わたって、周辺ＲＦ環境を正確に測定または感知するように構成される。しかし、これら
の機能は計算的に複雑であり、よって、相当量の処理リソースが要求される。さらに、こ
れらの機能を行うには、相当な電力が消耗される。
【００１７】
　このような電力量は、適宜大きい物理的サイズのデバイスバッテリー（ｄｅｖｉｃｅ　
ｂａｔｔｅｒｙ）から提供可能であった。より小さいサイズのバッテリーも必要電力を提
供できるが、早いうちに切れてしまう。しかし、デバイスバッテリーの大きさを増やすと
、ＣＲ端末の携帯性側面で不利になる。移動機器と関連して、ＣＲ移動端末の現在デザイ
ントレンドは、主に、物理的大きさを減らし、携帯性を高めることにある。そのため、電
力保管容量（例えば、スペクトル－感知機能を駆動するための）を増やすという目標とＣ
Ｒ移動端末の携帯性を向上させるという目標との間には葛藤が存在する。
【００１８】
　そこで、本発明の実施例は、デバイスにより消耗される電力を緩和または減少させるた
めに、ＣＲ端末により行われる作業量（例えば、スペクトル感知に関連する作業量）を低
減することを志向する。
【００１９】
　いくつかの例によれば、少なくとも一つの認知ステーション（ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｓ
ｔａｔｉｏｎ、ＣＳ）は、ＣＲ端末の作業量の少なくとも一部を引き受けるために提供さ
れる。一実施例において、ＣＳは、ＣＲ端末により行われうるスペクトル－感知機能の少
なくとも一部を行うように構成される。これにより、ＣＲ端末で行われる作業量は減少し
、ＣＲ端末の電力消耗は緩和する。ＣＳにより行われるスペクトル－感知機能により、周
辺ＲＦ環境は適当に感知され、認知無線通信システムの干渉－及びＱＯＳ－関連の値（ｍ
ｅｃｔｒｉｃｓ）も、他のパラメータも満たすことが可能になる。
【００２０】
　図２を参照して、本発明の一実施例に係る認知無線通信システムを説明する。認知無線
通信システムは、認知中央ステーション（ＣＣＳ：ｃｏｇｎｉｔｉｖｅ　ｃｅｎｔｒａｌ
　ｓｔａｔｉｏｎ、またはセカンダリレシーバ）２０３、及びＣＣＳ　２０３と通信する
ように構成される少なくとも一つの認知無線端末（ＣＲ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎａ
ｌ）２０４を含む。システムは、少なくとも一つの認知ステーション（ＣＳ：ｃｏｇｎｉ
ｔｉｖｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）２０５をさらに含むことができる。後述される例において、
ＣＳ　２０５は、２つまたはそれ以上のグループに分けられることが可能である。
【００２１】
　ＣＣＳ　２０３、ＣＲ端末２０４、及びＣＳ　２０５は、少なくとも一つの端末２０７
と通信を行う基地局またはプライマリレシーバ２０６を含む免許ユーザー（ｌｉｃｅｎｓ
ｅｄ　ｕｓｅｒｓ）と共存できる。ＣＲ端末２０４は、基地局２０６の通信範囲内に位置
すればよい。ＣＲ端末２０４により引く起こる基地局に対する干渉は、潜在的な懸念（ｐ
ｏｔｅｎｔｉａｌ　ｃｏｎｃｅｒｎ）である。
【００２２】
　ＣＣＳ　２０３は、ＢＴＳ（ｂａｓｅ　ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）、
ＮｏｄｅＢ、進展したＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント（ＡＰ：ａｃｃｅｓｓ　
ｐｏｉｎｔ）または類似のデバイスを用いて具現することができる。ＣＣＳ　２０３は、
主に、バックホール連結（ｂａｃｋｈａｕｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）を有する。バック
ホール連結は、例えば、Ｅ１／Ｔ１、ＡＴＭ、ＩＰ、ＰＰＰ、Ｆｒａｍｅ　Ｒｅｌａｙ、
ＨＤＳＬ、ＡＤＳＬまたはｘＤＳＬなどを含む周知のインターフェースによって構成され
ることが可能である。
【００２３】
　図２のシステムは、少なくとも２つのグループのいずれかにそれぞれ配置される少なく
とも２つ以上のＣＳ　２０５を含む。例えば、ＣＳ２０５－１及び２０５－２は第１グル
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ープ（グループ＃１）に割り当てられ、ＣＳ２０５－３、２０５－４、及び２０５－５は
第２グループ（グループ＃２）に割り当てられ、ＣＳ２０５－６は第３グループ（グルー
プ＃３）に割り当てられる例が示されている。
【００２４】
　いくつかのシナリオにおいて、それぞれのグループは、少なくとも一つの対応スペクト
ル部分（例えば、少なくとも一つの周波数）を観察する。例えば、各グループは各自のス
ペクトル部分を観察し、各部分は互いに異なる。さらに、各グループにおいて、グループ
中のいずれかのＣＳが「グループリーダＣＳ」に指定されてもよい。
【００２５】
　作動中に、ＣＣＳ　２０３はＣＳ　２０５に情報をブロードキャストする。この情報は
、特定ＣＳ　２０５の特定グループ（例えば、グループ＃１、グループ＃２、またはグル
ープ＃３）への割当（ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）を示すことができる。例えば、情報は、２
０５－１及び２０５－２をグループ＃１に割り当て、２０５－３、２０５－４、及び２０
５－５をグループ＃２に割り当て、２０５－６をグループ＃３に割り当てることを示すこ
とができる。
【００２６】
　さらに、情報は、グループ中のいずれかのＣＳ　２０５をグループリーダとして指定す
るということを示すこともできる。一つのＣＳ　２０５のみ割り当てられているグループ
では、デフォルト設定により、該単一のＣＳ　２０５がグループリーダとして指定される
ことが理解される。例えば、情報は、２０５－１、２０５－３及び２０５－６をそれぞれ
、グループ１、２及び３のグループリーダとして指定する旨を示すことができる。
【００２７】
　情報は、追加的にまたは代案的に各グループの少なくとも一つの候補周波数（ｃａｎｄ
ｉｄａｔｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）を識別することができる。候補周波数は、特定グルー
プのＣＳ　２０５により観察される周波数である。
【００２８】
　本発明の様々な実施例によれば、ＣＣＳ　２０３は、グループ－特定コード（ｇｒｏｕ
ｐ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｃｏｄｅ）（または識別子）、グループ－特定ブロードキャスト
タイミング、及び／またはグループ特定周波数割当を用いて、特定グループのＣＳ　２０
５をアドレス（ａｄｄｒｅｓｓ）する。例えば、各グループには、該当するコード（また
は識別子）、タイムスロット、周波数リソース、ビームパターン、及び／またはこれらの
組み合わせが割り当てられ、よって、ＣＣＳ　２０３は個別的にグループをアドレスする
ことができる。後でより詳細に説明するが、グループリーダＣＳ　２０５は、順に、上記
の技術の少なくとも一つを用いてＣＲ端末２０４をアドレスすることができる。例えば、
もしグループリーダＣＳ　２０５がグループ－特定コードを用いてＣＲ端末２０４をアド
レスすると、グループリーダのブロードキャストを受信するＣＲ端末２０４は、グループ
リーダＣＳをブロードキャストのソース（ｓｏｕｒｃｅ）として認知できる。
【００２９】
　ＣＣＳ　２０３は、一般に、既に存在するグループ（または、新しく生成されたグルー
プ）にＣＳを適応的に再割当（または、新しく割当）することができる。この適応（ａｄ
ａｐｔａｔｉｏｎ）は、上述したように、ＣＣＳ　２０３からＣＳ　２０５へのブロード
キャスト情報によって行うことができる。例えば、ＣＣＳ　２０３は、追加のＣＳを、既
に存在するグループに新しく割り当て、グループ内のＣＳの数を増やすことができる。上
述したように、グループ内のＣＳは、スペクトルの少なくとも一部に対してスペクトル感
知機能を行うように構成されることが可能である。
【００３０】
　グループ内のＣＳの数が増加することによって、ＣＣＳ　２０３は、それらＣＳによる
共同の感知度合を效果的に増加させることができる。ＣＳは、より信頼でき且つより正確
な、感知されたスペクトルの測定値（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を提供でき、これにより
、誤感知の可能性が減る。例えば、該当のスペクトル部分のセカンダリユーザーにより利
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用に関する規制（ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ）または要求（ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔ）がきつ
くなったりより厳格になった場合、ＣＣＳ　２０３は、グループ内のＣＳの数を増加させ
ることができる。
【００３１】
　上述した通り、ＣＣＳ　２０３によりＣＳ　２０５にブロードキャストされる情報は、
ＣＳ　２０５の割り当てられたグループのアイデンティティ（ｉｄｅｎｔｉｔｙ）、特定
グループ内の少なくとも一つのＣＳ　２０５のアイデンティティ、グループリーダとして
のグループ内の一つのＣＳ　２０５の指定、またはセンシングのために特定グループに割
り当てられた候補周波数リスト、のうち少なくとも一つを示すことができる。
【００３２】
　必要に応じて、ＣＣＳ　２０３によりＣＳ　２０５にブロードキャストされる情報は、
候補周波数と関連した少なくとも一つの限界値（ｔｈｒｅｓｈｏｌｄｓ）、プライマリレ
シーバ２０６の位置及びＣＣＳ　２０３位置に関する地理情報、またはＣＳ　２０５の位
置に関する地理情報のうち少なくとも一つを含むことができる。
【００３３】
　図３を参照して、本発明の一実施例に係るＣＳ　２０５について説明する。ＣＳは、Ｃ
ＣＳ　２０３によりブロードキャストされる情報を受信するように構成されるレシーバ３
０１を含むことができる。なお、レシーバ３０１は、システム内の他のＣＳ　２０５によ
り提供される情報も受信するように構成されてもよい。後で詳細に説明するが、もし、Ｃ
Ｓ　２０５がグループリーダと指定された場合、グループリーダは、グループ内の他のＣ
Ｓ　２０５から提供される情報を受信することができる。
【００３４】
　図３を参照し続けると、ＣＳ　２０５は、少なくとも一つの周波数で周辺環境を感知す
るためのセンサー３０２をさらに含むことができる。上述したように、周波数は、レシー
バ３０１に受信した情報により指定できる。本発明の一実施例では、グループリーダ以外
のＣＳのみが、そのような感知機能を行う。本発明の他の実施例では、グループリーダＣ
Ｓとグループリーダ以外のＣＳの両者が、そのような感知機能を行う。
【００３５】
　本発明の一実施例によれば、センサー３０２は、周波数（または、複数の周波数）上で
信号の存在を探知するために特定（ｃｅｒｔａｉｎ）周波数（または複数の周波数）を観
察する。例えば、認知無線通信システムと関連して、センサー３０２は、プライマリレシ
ーバの信号の存在を検出するために周波数を観察できる。センサー３０２は、スペクトル
感知のために従来のＣＲ端末に採用されるセンサー及び／またはセンシングデバイスに類
似することは理解される。例えば、センサー３０２は、整合フィルター検出（ｍａｔｃｈ
ｅｄ　ｆｉｌｔｅｒ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）、エネルギー検出（ｅｎｅｒｇｙ　ｄｅｔｅ
ｃｔｉｏｎ）、及び／または周期定常検出（ｃｙｃｌｏｓｔａｔｉｏｎａｒｙ　ｄｅｔｅ
ｃｔｉｏｎ）のような感知技術を用いることができる。
【００３６】
　また、ＣＳ　２０５は、特定パラメータを生成（または定義）し、少なくとも一つの決
定をするための少なくとも一つのプロセッサ３０３を含むことができる。本発明の一実施
例によれば、プロセッサ３０３により生成される一つのパラメータは、セカンダリユーザ
ーにより用いられるための（例えば、認知無線端末２０４によりＣＣＳ　２０３に伝送す
るための）候補周波数の有効性と関連した２進パラメータである。より具体的に、プロセ
ッサ３０３は、プライマリレシーバ信号（例えば、候補周波数上でセンサー３０２により
感知された）の強度（ｓｔｒｅｎｇｔｈ）と特定限界値（ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ）とを比較
する。本発明のさらに他の実施例によれば、限界値は、ＣＣＳ　２０３によりブロードキ
ャストされる情報により指定できる。
【００３７】
　例えば、プライマリレシーバ信号の強度が限界値より低いと、ＣＳ　２０５は、セカン
ダリユーザーが利用できる候補周波数を表すパラメータを生成する。逆に、プライマリレ
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シーバ信号の強度が特定限界値より高いと、ＣＳ　２０５は、セカンダリユーザーが利用
できない候補周波数を表すパラメータを生成する。ＣＳ　２０５は、候補周波数の利用可
能性を決定するために、候補周波数（または複数の周波数）を引き続き感知する（例えば
、図３のボックス３０２を参照）。
【００３８】
　上述のパラメータに応答して、認知無線受信端末（ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ　ＣＲ　ｔｅｒ
ｍｉｎａｌ）が、周波数の利用が可能でないとわかると、認知無線受信端末は、特定周波
数上での伝送をドロップ（または、終了）することができる。
【００３９】
　また、上述のパラメータに基づき、プロセッサ３０３は、少なくとも一つのターゲット
周波数リストを定義することができる。例えば、ターゲット周波数は、セカンダリユーザ
ーによる利用が可能でないと決定された候補周波数に該当する。
【００４０】
　本発明の他の実施例によれば、プロセッサ３０３は、（単に候補周波数を利用できるか
否かを表すよりは）所定の範囲の値にわたるパラメータを生成する。例えば、このパラメ
ータは、干渉温度のような値（ｍｅｔｒｉｃ）を用いる許容可能な干渉レベルに該当する
。一例として、連邦通信委員会（ＦＣＣ：Ｆｅｄｅｒａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ）により定義されたように、干渉温度は、単位帯域幅当たり受信
アンテナで利用可能なＲＦ電力と等価の温度であり、ケルビン度（Ｄｅｇｒｅｅ　ｏｆ　
Ｋｅｌｖｉｎ）単位に測定される。
【００４１】
　上述したようなパラメータに応答して、認知無線受信端末は、報告された許容可能な干
渉レベルに従うように特定周波数上で自身の伝送電力を制御する。プロセッサ３０３によ
り生成されたパラメータは、利用可能だと決定された候補周波数で許容可能な干渉レベル
に該当する。
【００４２】
　図３を参照し続けると、ＣＳ　２０５は、トランスミッタ３０４も含む。もし、ＣＳ　
２０５がグループリーダＣＳと指定されていない場合、トランスミッタ３０４は、パラメ
ータ及び／または決定をグループリーダＣＳに伝送する用途にする。
【００４３】
　ＣＳ　２０５が特定グループのグループリーダと指定されると、グループリーダは、上
述に対する関連した追加のまたは他の機能を行うことができる。例えば、グループリーダ
ＣＳ　２０５のレシーバ３０１は、グループ内のＣＳにより送信された情報を受信する用
途に用いられる。グループリーダは、グループ内のＣＳにより生成されたパラメータ（ま
たは決定）を収集する。上述した通り、それらパラメータ（または決定）は、グループリ
ーダ自身が生成したパラメータを含む（すなわち、ＣＳとしての容量（ｃａｐａｃｉｔｙ
）において）。
【００４４】
　グループリーダＣＳのプロセッサ３０３は、収集したデータに基づき、ブロードキャス
ト情報を生成する。この情報はトランスミッタ３０４を介して認知無線端末にブロードキ
ャストされる。少なくとも一つの候補周波数の利用可能性と関連して、ブロードキャスト
情報は、利用可能なターゲット周波数を表す割当メッセージを含むことができる。
【００４５】
　本発明の一実施例によれば、プロセッサ３０３は、グループ内のＣＳのいずれかにより
報告された情報をブロードキャスト情報として選択する。例えば、図２を参照すると、グ
ループリーダ２０５－３は、ＣＳ　２０５－４により報告された情報をブロードキャスト
すると決定できる。このような選択は、例えば、選択されたＣＳの信頼性またはセンシン
グ正確性及び／または選択されたＣＳのプライマリレシーバ及び／または少なくとも一つ
の認知無線端末２０４との近接性に基づくとよい。
【００４６】
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　本発明のさらに他の実施例によれば、プロセッサ３０３はまた、ブロードキャスト情報
に、選択されたＣＳ（例えば、ＣＳ　２０５－４）の位置、ＣＣＳ　２０３の位置及び／
またはプライマリレシーバ２０１の位置を含めることができる。位置情報は、絶対的（例
えば、具体的な地理座標）または相対的（例えば、ＣＣＳ　２０３に対する選択されたＣ
Ｓの距離）である。
【００４７】
　本発明の他の実施例によれば、プロセッサ３０３は、ブロードキャスト情報を、収集さ
れた情報の組み合わせ（例えば、数学的組み合わせ）として生成する。例えば、特定実施
例によれば、組み合わせは、収集されたデータの「平均」である。上述した通り、収集さ
れたデータは、（例えば、セカンダリユーザーにより伝送可能な／不可能な周波数を表す
）２進パラメータを含むことができる。これと関連して、「平均」は、（１）周波数の利
用が可能である（または、利用が不可能であると）報告した互いに異なるＣＳ報告（ｒｅ
ｐｏｒｔｉｎｇ）の数、対比（２）ＣＳ報告（ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ）の全体数の割合で計
算できる。上述した通り、収集されたデータは、干渉温度に基づく許容可能な干渉レベル
を含むことができる。これと関連して、「平均」は、収集された干渉レベルの数学的（ｍ
ａｔｈｅｍａｔｉｃａｌ）平均であればよい。
【００４８】
　上述した通り、グループリーダは、グループ内のＣＳにより生成されたパラメータ（ま
たは決定）を収集する。本発明の一実施例によれば、もし、グループ内の少なくとも一つ
のＣＳ（例えば、ＣＳのいずれか一つ）が、与えられた周波数を用いることができないと
決定すると、プロセッサ３０３は、周波数が利用可能でない旨を表すブロードキャスト情
報を生成する。
【００４９】
　本発明のさらに他の実施例によれば、プロセッサ３０３は、ブロードキャスト情報に、
自身の位置（すなわち、グループリーダの位置）、ＣＣＳ　２０３の位置、及び／または
プライマリレシーバ２０１の位置も含めることができる。位置情報は、絶対的（例えば、
具体的な地理座標）または相対的（例えば、ＣＣＳ　２０３に対するグループリーダＣＳ
の距離）である。
【００５０】
　ブロードキャスト情報を選択する他、プロセッサ３０３は、ＣＳのブロードキャストカ
バレッジ（ｃｏｖｅｒａｇｅ）領域も決定する（例えば、図２のブロードキャスト領域を
参照）。ＣＳのブロードキャスト伝送電力を決定することによって、プロセッサは效果的
にカバレッジ領域を決定できる。例えば、特定伝送電力では、グループリーダＣＳから比
較的遠く位置している認知無線端末は相変らずブロードキャストを「聴取（ｈｅａｒ）」
することができる（例えば、図示の円外側に位置する図２のＣＲターミナル２０４を参照
）。しかし、より低い伝送電力では、グループリーダＣＳのより近くに位置している認知
無線端末のみがブロードキャストを「聴取」することができる（例えば、図示の円内に位
置し、これによりグループ＃１のブロードキャスト領域内にある図２のＣＲターミナル２
０４を参照）。
【００５１】
　様々な実施例によれば、グループリーダＣＳのカバレッジ領域内にある認知無線端末の
み、ＣＣＳ　２０３にセカンダリ伝送する資格がある。すなわち、このカバレッジ領域外
における端末は、ブロードキャストを聴取できず、よって、ＣＣＳ　２０３にセカンダリ
伝送する資格がない。
【００５２】
　プロセッサ３０３は、認知無線受信端末からのセカンダリ伝送が（ａ）プライマリレシ
ーバとの干渉を許容できない程度に十分に低いレベル、及び（ｂ）ＣＣＳ　２０３から信
頼できる受信のために充分のエネルギーを提供する程度に十分に高いレベルであるように
、ブロードキャスト伝送電力が適切なレベルになるように決定する。プロセッサ３０３は
、ＣＣＳ　２０３により提供される限界値情報（ＣＳ報告から収集された情報）及び／ま
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たはＣＣＳ　２０３及びプライマリレシーバと関連した位置に基づいてブロードキャスト
伝送電力（または、カバレッジ領域）を決定することができる。
【００５３】
　グループリーダＣＳから送信されたいくつかの情報の断片は、グループリーダＣＳから
送信された他の情報の断片に比べてより静的（ｓｔａｔｉｃ）なもの（すなわち、より動
的（ｄｙｎａｍｉｃ）でないもの）と認識される。例えば、プライマリレシーバ及びセカ
ンダリレシーバの地理的位置を表す情報は、グループリーダＣＳから送信された他の情報
に比べて頻繁に変わるものではない。したがって、特定実施例によれば、静的情報（ｓｔ
ａｔｉｃ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）（または、準（ｓｅｍｉ）静的情報）の伝送周波数
（すなわち、それら情報が伝送される頻度）は、より動的情報（ｄｙｎａｍｉｃ　ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ）（例えば、許容される干渉レベル）の周波数に比べて相対的に低い。
ＣＳが固定型（ｓｔａｔｉｏｎａｒｙ）ではなく移動型（ｍｏｂｉｌｅ）である特定実施
例において、ＣＳ（及びグループリーダＣＳによるブロードキャスト）により測定された
情報は、より動的でよい。
【００５４】
　上述した様々な実施例によれば、ＣＣＳ　２０３は、グループ－特定コード（ｇｒｏｕ
ｐ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｃｏｄｅ）（または識別子）、グループ－特定ブロードキャスト
タイミング、及び／またはグループ特定周波数割当を用いて特定グループのＣＳ　２０５
をアドレスする。したがって、グループリーダＣＳ　２０５は、このような技術を用いて
ＣＲ端末２０４を順にアドレスすることができる。例えば、特定グループのＣＳ同士が通
信を行うために、ＣＳの各グループには、特定コード、タイムスロット、周波数リソース
、ビームパターンまたはこれらの組み合わせが割り当てられることが可能である。なお、
ＣＳ及びグループリーダ間の通信は、互いに異なるプロトコルによって行われてもよい。
例えば、このような通信は、ブルートゥース（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））、ジグ
ビー（Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標））、またはＷＬＡＮを用いて行われることがある。グル
ープリーダＣＳは、割り当てられたリソース（例えば、特定コード、タイムスロット、周
波数リソース、ビームパターン、またはこれらの組み合わせ）を用いてグループ－特定情
報を認知無線端末２０４に伝送することができる。
【００５５】
　認知無線端末は、グループリーダＣＳからブロードキャスト中のグループ－関連情報を
受信する。（認知無線端末は、類似の情報をＣＣＳから受信してもよい。）特定スペクト
ル帯域（ｓｐｅｃｔｒｕｍ　ｂａｎｄ）に関する情報を収集するために、認知無線端末は
、対応するグループから受信した情報を処理する。
【００５６】
　グループリーダＣＳのカバレッジ領域内に存在する認知無線端末は、かかる情報によっ
て、ＣＣＳに伝送を行う。例えば、様々な実施例によれば、かかる情報に基づいて、認知
無線端末は、伝送パラメータ（例えば、変調、コーディングレート（ｃｏｄｉｎｇ　ｒａ
ｔｅ）及び電力）を決定し、認知無線端末は、伝送パラメータによってセカンダリレシー
バ（ＣＣＳ）に信号を伝送する。認知無線端末は、伝送パラメータを現在地理的位置に基
づいて決定できる。現在位置は、ＧＰＳ、Ａ－ＧＰＳ、網支援メカニズム（ｎｅｔｗｏｒ
ｋ－ａｓｓｉｓｔｅｄ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍｓ）などにより決定されるとよい。
【００５７】
　本発明の様々な実施例によれば、グループリーダＣＳの地理的位置、認知無線端末の現
在位置（例えば、ＧＰＳ測定値）及びグループリーダＣＳから受信した測定されたスペク
トル情報と関連して、グループリーダＣＳから受信した情報を含む情報に基づき、認知無
線端末は、ＣＣＳ（セカンダリレシーバ）に伝送する信号の伝送電力を決定する。
【００５８】
　図３及び図４を参照して、本発明の一実施例に係るシステムの動作について説明する。
このステムは、ＣＣＳ（例えば、図２のＣＣＳ　２０３）及び４個のＣＳ（例えば、図２
のＣＳ　２０５）Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤを含む。ｆ１、ｆ２、及びｆ３の３個の周波数が主な
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関心事である。
【００５９】
　図４を参照すると、４０１ブロックで、ＣＣＳは、ＣＳ　Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤをグループ
に編成する。例えば、ＣＣＳは、各ＣＳを、２つのグループ、すなわち、グループ１（Ｃ
Ｓ　Ａ及びＢを含む）及びグループ２（ＣＳ　Ｃ及びＤ含む）に割り当てることができる
。
【００６０】
　なお、各グループに対して、ＣＣＳは、グループ内の一つのＣＳをグループのグループ
リーダとして指定する。例えば、ＣＣＳは、ＣＳ　Ａをグループ１のグループリーダと指
定し、ＣＳ　Ｃをグループ２のグループリーダと指定できる。しかも、ＣＣＳは、特定限
界値に基づいて周波数ｆ１及びｆ２を観察する役割をグループ１のＣＳに担わせることが
できる。同様に、ＣＣＳは、特定限界値に基づいて周波数ｆ３を観察する役割をグループ
２のＣＳに担わせることができる。
【００６１】
　４０２ブロックで、ＣＣＳは、上記の情報（例えば、グループ割当、グループリーダ指
定及び周波数観察割当）を提供する信号を、ＣＳ　Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤにブロードキャスト
する。また、ＣＣＳは、上記の情報の他の断片をＣＳにブロードキャストすることができ
る。例えば、ＣＣＳは、上記の情報及びグループ－特定情報をカバレッジ領域内の端末に
ブロードキャストすることができる。グループ－特定情報は、特定グループのＣＳをアド
レスするにあってＣＣＳで用いられるグループ－特定コード（または、識別子）、グルー
プ－特定ブロードキャストタイミング、及び／またはグループ－特定周波数割当を含む。
【００６２】
　４０３ブロックで、（グループ１の）ＣＳ　Ｂは、周波数ｆ１及びｆ２上の周辺環境の
測定を行う。（グループリーダ（ＣＳ　Ａ）も、このような測定を行うことができること
は自明である。）４０４ブロックによれば、ＣＳ　Ｂは、測定結果をグループリーダ、す
なわちＣＳ　Ａに提供する。
【００６３】
　同様に、４０３ブロックで、（グループ２の）ＣＳ　Ｄは、周波数ｆ３上の周辺環境の
測定を行う。グループリーダ（ＣＳ　Ｃ）も、このような測定を行うことができることは
自明である。４０４ブロックで、ＣＳ　Ｄは、測定結果をグループリーダ、すなわちＣＳ
　Ｃに提供する。
【００６４】
　４０５ブロックは、ＣＳ　ＡがＣＳ　Ｂから受信した測定結果（及び／または自身の測
定結果）に基づいて周波数ｆ１及びｆ２に関する干渉－関連情報を決定する段階を含む。
さらに、ＣＳ　Ａは、干渉－関連情報を認知無線端末にブロードキャストする。ＣＳ　Ａ
はまた、ＣＳ　Ａ及びＢの地理的位置をブロードキャストすることができる。ブロードキ
ャストは、決定された伝送電力で伝送されればよく、伝送電力は、ブロードキャスト範囲
内の認知無線端末がプライマリレシーバに対して受容できない干渉レベルを生成しないよ
うに（同時に、セカンダリレシーバに十分に強い信号を提供できるように）決定される。
【００６５】
　同様に、図４のブロック４０５を参照すると、ＣＳ　Ｃは、ＣＳ　Ｄから受信した測定
結果（及び／または自身の測定結果）に基づいて周波数ｆ３と関連した干渉－関連情報を
決定する。さらに、ＣＳ　Ｃは、干渉－関連情報を認知無線端末にブロードキャストする
。また、ＣＳ　Ｃは、ＣＳ　Ｃ及びＤの地理的位置をブロードキャストすることができる
。ブロードキャストは、決定された伝送電力で伝送されればよく、伝送電力はブロードキ
ャスト範囲内の認知無線端末がプライマリレシーバに対して受容できない干渉レベルを生
成しないように（同時に、セカンダリレシーバに十分に強い信号を提供できるように）決
定される。
【００６６】
　次に、４０６ブロックで、ＣＳ　Ａ（ＣＳ　Ｃ）からブロードキャストを受信する認知
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無線端末は、受信したブロードキャスト情報に基づいて周波数ｆ１及びｆ２（周波数ｆ３
）上でセカンダリレシーバと通信する。セカンダリレシーバとの通信は、認知無線端末と
相対的なセカンダリレシーバ及びプライマリレシーバの位置に基づくことができる。
【００６７】
　本発明の実施例によれば、スペクトル感知（ｓｅｎｓｉｎｇ）と関連した責任（ｂｕｒ
ｄｅｎ）は、一般に、認知無線端末からＣＳに移される。いくつかの実施例によれば、こ
の責任は部分的に認知無線端末からＣＳに移される。例えば、スペクトルの特定部分の感
知に対する責任は、認知無線端末からＣＳに移され、認知無線端末はスペクトルの他の部
分の感知に対する責任を維持することができる。他の実施例によれば、認知無線端末は、
自身の計算作業量（ｃｏｍｐｕｔａｔｉｏｎａｌ　ｗｏｒｋｌｏａｄ）を減らすために、
ＣＳにより測定されたスペクトルデータを用いる。
【００６８】
　本発明の実施例では、ＣＳは、ＣＣＳから信号を直接受信するが、ＣＣＳに直接的信号
を伝送することはない。その代わりに、ＣＳは、ＣＣＳに信号を直接伝送してもよい。例
えば、ＣＳは、認知無線端末及びＣＣＳ間のリレイとして用いられてもよい。特定事例に
おいて少なくとも、認知無線端末からＣＣＳへの直接伝送は、認知無線端末及びＣＣＳ間
の物理的距離によって、プライマリレシーバに対して許容しない（または、好ましくない
）干渉レベルを引き起こすことが分かる。このような事例で、ＣＳは、認知無線端末から
受信した信号をＣＣＳへと中継するルーティングがプライマリレシーバに対する干渉レベ
ルを減らす場合は、認知無線端末から受信した信号をＣＣＳに中継することができる。
【００６９】
　本発明の様々な実施例によれば、認知スペクトル感知の責任（または、認知スペクトル
感知と関連した作業）は、端末側（例えば、ＣＲ端末）からネットワーク側（例えば、Ｃ
Ｓ）に（少なくとも部分的に）移される。認知無線端末により消耗される電力は減少でき
る。したがって、認知無線システムの全体性能が向上する。いくつかの事例で、認知スペ
クトル感知の責任（または、認知スペクトル感知と関連した作業）は、認知無線システム
のネットワーク側に位置しているＣＳに移される。
【００７０】
　いくつかの実施例は、協業してスペクトル感知を提供できるように效果的に相互作用す
る、２つ以上のＣＳグループを許容する。例えば、それぞれのグループは、少なくとも一
つの周波数バンドスペクトルに対する感知を担当する。感知結果は、地理的情報と共に、
ＣＳによりグループ内認知無線端末に情報を提供するグループリーダＣＳに伝送される。
【００７１】
　グループリーダＣＳにより他の情報（例えば、認知無線端末それら自身の地理的位置）
と共に提供される情報によって、認知無線端末はそれらが該当のスペクトル帯域で（例え
ば、ＣＣＳに）伝送できる電力を決定することができる。
【００７２】
　図５は、本発明の様々な実施例に係る端末のブロック図である。一般に、認知無線端末
２０４、ＣＳ　２０５、及び移動端末２０７を、図示された構成要素の一部または全部を
用いて様々に具現することができる。図示の構成よりも多いあるいは少ない構成要素を具
現できることが理解できる。
【００７３】
　図５を参照すると、端末５００は、無線通信部４１０、オーディオ／ビデオ（Ａｕｄｉ
ｏ／Ｖｉｄｅｏ、Ａ／Ｖ）入力部４２０、ユーザー入力部４３０、センシング部４４０、
出力部４５０、メモリー４６０、インターフェース部４７０、制御器（制御部）４８０及
び電源供給部４９０を含むことができる。無線通信部４１０、オーディオ／ビデオ（Ａ／
Ｖ）入力部４２０、ユーザー入力部４３０、センシング部４４０、出力部４５０、メモリ
ー４６０、インターフェース部４７０、制御器（制御部）４８０及び電源供給部４９０の
うち、２個以上が一つのユニットに統合されてもよい。無線通信部４１０、Ａ／Ｖ入力部
４２０、ユーザー入力部４３０、センシング部４４０、出力部４５０、メモリー４６０、
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インターフェース部４７０、制御器（制御部）４８０及び電源供給部４９０の一部は、２
個以上のより小さいユニットに分割されてもよい。
【００７４】
　無線通信部４１０は、放送受信モジュール４１１、移動通信モジュール４１３、無線イ
ンターネットモジュール４１５、近距離通信モジュール４１７及び位置情報システムモジ
ュール（ＧＰＳ　ｍｏｄｕｌｅ）４１９を含むことができる。
【００７５】
　放送受信モジュール４１１は、放送チャネルを通じて外部の放送管理サーバーから放送
信号及び／または放送に関連した情報を受信する。この放送チャネルは、衛星チャネル、
地上波チャネルを含むことができる。放送管理サーバーは、放送信号及び／または放送関
連情報を生成して送信するサーバー、または既に生成された放送信号及び／または既に生
成された放送関連情報を受信して伝送するサーバーを意味することができる。
【００７６】
　放送関連情報の例には、放送チャネル情報、放送プログラム情報及び放送サービスプロ
バイダに関連した情報を含むことができる。放送信号の例には、ＴＶ放送信号、ラジオ放
送信号、データ放送信号を含む他、ＴＶ放送信号またはラジオ放送信号にデータ放送信号
が結合した形態の放送信号も含むことができる。放送関連情報は、移動通信網を通じて端
末２０４に提供されることがある。この場合は、放送関連情報は、放送受信モジュール４
１１よりは、移動通信モジュール４１３を介して受信することができる。放送関連情報は
、様々な形態で存在できる。例えば、ＤＭＢ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　
Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ）のＥＰＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｇｕｉ
ｄｅ）またはＤＶＢ－Ｈ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ－Ｈａｎｄ
ｈｅｌｄ）のＥＳＧ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｇｕｉｄｅ）などの形態
で存在できる。
【００７７】
　放送受信モジュール４１１は、例えば、ＤＭＢ－Ｔ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｕｌｔｉｍｅ
ｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ－Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ）、ＤＭＢ－Ｓ（Ｄｉｇｉ
ｔａｌ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ－Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）、Ｍ
ｅｄｉａＦＬＯ（Ｍｅｄｉａ　Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｌｉｎｋ　Ｏｎｌｙ）、ＤＶＢ－Ｈ（Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ－Ｈａｎｄｈｅｌｄ）、ＩＳＤＢ－Ｔ（
Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ－Ｔｅ
ｒｒｅｓｔｒｉａｌ）などのデジタル放送システムを用いてデジタル放送信号を受信する
ことができる。もちろん、放送受信モジュール４１１は、上述したデジタル放送システム
だけでなく、他の放送システムに好適に構成されてもよい。
【００７８】
　放送受信モジュール４１１を介して受信した放送信号及び／または放送関連情報はメモ
リー４６０に記憶することができる。
【００７９】
　移動通信モジュール４１３は、移動通信網を通じて基地局、外部の端末（ｅｘｔｅｒｎ
ａｌ　ｓｔａｔｉｏｎ）、サーバーのうち少なくとも一つに／から無線信号を送／受信す
ることができる。この無線信号は、端末２０４が音声呼信号、ビデオ呼信号または文字／
マルチメディアメッセージを送受信するか否かによって様々なタイプのデータを含むこと
ができる。
【００８０】
　無線インターネットモジュール４１５は、無線インターネット接続のためのモジュール
を指すもので、端末機２０４に内蔵されても、外付けされてもよい。
【００８１】
　近距離通信モジュール４１７は、近距離通信のためのモジュールを指す。近距離通信（
ｓｈｏｒｔ　ｒａｎｇｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）技術には、ブルートゥース（Ｂ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅ
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ｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、赤外線通信（ＩｒＤＡ、ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓ
ｓｏｃｉａｔｉｏｎ）、ＵＷＢ（Ｕｌｔｒａ　Ｗｉｄｅｂａｎｄ）、ＺｉｇＢｅｅなどを
用いることができる。位置情報システムモジュール４１９は、一つ以上の衛星（例えば、
ＧＰＳ衛星）から位置情報を受信することができる。
【００８２】
　Ａ／Ｖ入力部４２０は、オーディオ信号またはビデオ信号の受信のためのものである。
Ａ／Ｖ入力部４２０は、一つ以上のカメラ４２１とマイクロホン４２３などを含むことが
できる。カメラ４２１は、画像通話モードまたは撮影モードでイメージセンサーにより得
られる静止映像または動映像などの画像フレームを処理する。カメラ４２１により処理さ
れた画像フレームは、ディスプレイ部４５１に表示されることが可能である。
【００８３】
　カメラ４２１で処理された画像フレーム（ｉｍａｇｅ　ｆｒａｍｅｓ）は、メモリー４
６０に記憶されたり、無線通信部４１０を介して端末２０４の外部に伝送されたりする。
端末２０４は、２つ以上のカメラ４２１を含むことができる。
【００８４】
　マイクロホン４２３は、通話モード、録音モード、または音声認識モードなどでマイク
ロホン（Ｍｉｃｒｏ　ｐｈｏｎｅ）により外部の音響信号を取り込んで電気的な音声デー
タに変換する。通話モードで、移動通信モジュール４１３は、電気的音響データを移動通
信基地局に容易に伝送できるデータに変換させることができ、変換により得られたデータ
を出力する。マイクロホン４２３は、外部の音響信号を受信する過程で発生する雑音（ｎ
ｏｉｓｅ）を除去するための様々な雑音除去アルゴリズムを用いることができる。
【００８５】
　ユーザー入力部４３０は、ユーザーが端末２０４の動作制御のための入力データを発生
させる。ユーザー入力部４３０は、キーパッド、ドームスイッチ（ｄｏｍｅ　ｓｗｉｔｃ
ｈ）、タッチパッド（静圧または定電）、ジョグホイール、ジョグスイッチなどとするこ
とができる。特に、ユーザー入力部４３０をタッチパッドとし、ディスプレイモジュール
４５１と共に相互レイヤー構造を形成すると、ユーザー入力部４３０及びディスプレイモ
ジュール４５１をタッチスクリーンと総称することができる。
【００８６】
　センシング部４４０は、端末２０４の開閉状態、位置、ユーザーとの接触有無のような
現在状態を決定する。また、センシング部４４０は、端末機２０４の動作を制御するため
のセンシング信号を発生させる。
【００８７】
　例えば、端末２０４がスライドフォン形態の場合、スライドフォンの開閉をセンシング
することができる。また、センシング部４４０は、電源供給部４９０からの電源供給有無
、インターフェース部４７０の外部機器との結合有無などを決定することができる。
【００８８】
　センシング部４４０は、加速センサー４４３を含むことができる。加速センサー４４３
は、加速変化を電気信号に変換するための装置の形態である。近年、ＭＥＭＳ（Ｍｉｃｒ
ｏ－Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ）技術の発展に伴い、加速セ
ンサー４４３は種々の目的で種々の製品（ｐｒｏｄｕｃｔｓ）において広く用いられてき
ている。例えば、加速センサーは、コンピューターゲームのための入力装置として用いら
れることがあり、コンピューターゲーム時に人間の手の動きをセンシングすねことができ
る。
【００８９】
　互いに異なる軸方向を表す２つまたは３つの加速センサー４４３が端末２０４に設置さ
れてもよい。あるいは、Ｚ軸のみを表す１つのみの加速センサー４４３が端末２０４に設
置されてもよい。
【００９０】
　出力部４５０は、オーディオ信号、ビデオ信号及びアラーム信号を出力できる。そして
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、出力部４５０は、ディスプレイモジュール４５１、音響出力モジュール４５３及びアラ
ームモジュール４５５を含むことができる。
【００９１】
　ディスプレイモジュール４５１は、端末２０４で処理される様々な情報を表示（出力）
する。例えば、端末２０４が通話モードである場合、ディスプレイモジュール４５１は、
電話をかけたり受けたりするのＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）またはＧＵＩ（Ｇ
ｒａｐｈｉｃ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を表示する。端末２０４が画像通話モー
ドまたは撮影モードである場合には、ディスプレイモジュール４５１は、画像を撮影また
は受信するためのＵＩまたはＧＵＩを表示することができる。
【００９２】
　ディスプレイモジュール４５１及びユーザー入力部４３０が相互レイヤー構造を形成し
てタッチスクリーンとされる場合、ディスプレイモジュール４５１は、出力装置だけでな
く入力装置として用いることもできる。ディスプレイモジュール４５１がタッチスクリー
ンとして具現される場合、ディスプレイモジュール４５１は、タッチスクリーンパネル及
びタッチスクリーンパネル制御器を含むことができる。
【００９３】
　タッチスクリーンパネルは、端末２０４の外部上に付着されたトランスパーレント（ｔ
ｒａｎｓｐａｒｅｎｔ）パネルであり、端末の内部バス（ｉｎｔｅｒｎａｌ　ｂｕｓ）に
接続することができる。タッチスクリーンパネルは、タッチスクリーンパネルがユーザー
によりタッチされたか否かをモニタリングする。タッチスクリーンパネルにタッチ入力が
検出されると、タッチスクリーンパネルは、タッチスクリーンパネル制御器に入力された
タッチに該当する多数の信号を伝送する。
【００９４】
　タッチスクリーンパネル制御器は、タッチスクリーンパネルにより伝送された信号を処
理し、処理された信号を制御部４８０に伝送する。制御部４８０は、スクリーンパネル制
御器から伝送された処理された信号に基づき、タッチ入力が生成された否か、及びタッチ
スクリーンパネルのどの部分がタッチされたかを決定する。
【００９５】
　上述した通り、ディスプレイモジュール４５１及びユーザー入力部４３０は相互レイヤ
ー構造を形成してタッチスクリーンとして具現されると、ディスプレイモジュール４５１
は、出力装置だけでなく入力装置としても用いられることが可能である。ディスプレイモ
ジュール４５１は、液晶ディスプレイ（ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ
、ＬＣＤ）、薄膜トランジスタ液晶ディスプレイ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓ
ｔｏｒ－ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ、ＴＦＴＬＣＤ）、有機発光ダ
イオード（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ）、
フレキシブルディスプレイ（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｄｉｓｐｌａｙ）、３次元（３Ｄ）ディ
スプレイのうち少なくとも一つを含むことができる。
【００９６】
　端末２０４は、２つ以上のディスプレイモジュール４５１を含むことができる。例えば
、端末２０４は、外部ディスプレイモジュール及び内部ディスプレイモジュールを含むこ
とができる。
【００９７】
　音響出力モジュール４５３は、呼受信モード、通話モード、録音モード、音声認識モー
ド、または放送受信モード時に無線通信部４１０により受信されたオーディオデータを出
力したり、メモリー４６０に記憶されたオーディオデータを出力することができる。また
、音響出力モジュール４５３は、端末２０４で行われる機能（例えば、呼信号受信、メッ
セージ受信など）と関連した様々な音響信号を出力することもできる。このような音響出
力モジュール４５３には、スピーカー（ｓｐｅａｋｅｒ）、ブザー（Ｂｕｚｚｅｒ）など
が含まれるとよい。
【００９８】
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　アラームモジュール４５５は、端末２０４でのイベント発生を知らせるための信号を出
力する。端末２０４で発生するイベントの例には、呼信号受信、メッセージ受信、キー信
号受信などがある。アラームモジュール４５５から出力されるアラーム信号には、ビデオ
信号、オーディオ信号及び振動信号が含まれる。
【００９９】
　アラームモジュール４５５は呼信号またはメッセージの受信時に振動信号を出力できる
。また、アラームモジュール４５５は、キー信号を受信し、キー信号に対するフィードバ
ック信号として振動信号を出力してもよい。
【０１００】
　アラームモジュール４５５により振動信号が出力されると、ユーザーはイベントの発生
したことが認識できる。イベント発生をユーザーに知らせるための信号は、ディスプレイ
モジュール４５１または音響出力モジュールから出力されるとよい。
【０１０１】
　メモリー部４６０は、制御部４８０の動作（処理及び制御）のための様々なプログラム
を格納することができる。また、メモリー部４６０は、電話帳、メッセージ、オーディオ
、静止映像、動映像のようなデータを臨時的に格納することができる。
【０１０２】
　メモリー部４６０は、フラッシュメモリータイプ（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ　ｔｙｐ
ｅ）記憶媒体、ハードディスクタイプ（ｈａｒｄ　ｄｉｓｋ　ｔｙｐｅ）記憶媒体、マル
チメディアカードマイクロタイプ（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｃａｒｄ　ｍｉｃｒｏ　ｔｙ
ｐｅ）記憶媒体、カードタイプのメモリー（例えば、ＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａ
ｌまたはＸＤ（ｅｘｔｒｅａｍ　ｄｉｇｉｔａｌ）メモリーなど）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏ
ｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＳＲＡＭ（Ｓｔａｔｉｃ　ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）のうち少なくとも
一つのタイプの記憶媒体を含むことができる。端末２０４は、インターネット上でメモリ
ー４６０の記憶機能を行うウェブストレージ（ｗｅｂ　ｓｔｏｒａｇｅ）を動作すること
ができる。
【０１０３】
　インターフェース部４７０は、端末２０４に接続可能な外部機器とのインターフェース
を行うことができる。インターフェース部４７０は、有／無線ヘッドセットポート、外部
充電器ポート、有／無線データポート、メモリーカード（ｍｅｍｏｒｙ　ｃａｒｄ）ポー
トまたはユーザー認証モジュール（Ｕｓｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｙ　Ｍｏｄｕｌｅ、ＵＩＭ
）／加入者認証モジュール（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｙ　Ｍｏｄｕｌｅ、
ＳＩＭ）カードのようなカードソケット（ｃａｒｄ　ｓｏｃｋｅｔ）、音響入力／出力（
Ｉ／Ｏ）ターミナル、ビデオＩ／Ｏターミナルまたはイヤホンでよい。
【０１０４】
　インターフェース部４７０は、外部機器からデータを受信したり外部機器により電力を
受けることができる。インターフェース部４７０は、外部機器から提供されたデータを端
末２０４の他のコンポーネントに伝送したり、端末２０４の他のコンポーネントから提供
されたデータを外部機器に伝送してもよい。
【０１０５】
　制御部４８０は、端末２０４の全般的な動作を制御できる。例えば、制御部４８０は、
音声通話、データ通信、画像通話と関連した制御及び処理を行う。
【０１０６】
　制御部４８０は、マルチメディア再生のためのマルチメディアプレイモジュール４８１
を含むことができる。マルチメディアプレイモジュール４８１は、制御部４８０内に具現
してもよく、制御部４８０と別途にハードウェア機器として具現してもよい。あるいは、
マルチメディアプレイモジュール４８１は、ソフトウェアプログラムとして具現してもよ
い。
【０１０７】
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　電源供給部４９０は、外部電力供給源または内部電力供給源から電力が供給され、端末
２０４の他の構成要素に電力を供給する。
【０１０８】
　他の具現において、特定ロジック演算は、異なる順序で行われたり、変更されたり、除
去されて、本発明の実施例を具現できる。また、上記のロジックに演算が追加されること
があり、相変らず本発明の様々な具現に符合する。
【０１０９】
　さらに、上記の実施例は、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェア、又はこれら
の組み合わせを生産するための標準プログラミング及び／又はエンジニアリング技術を用
いて製造方法、製造装置、又は製造物として実現できる。ここで、「製造物」という用語
は、ハードウェアロジック（例えば、集積回路チップ、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇ
ｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）など）、又はコンピュータ可読
媒体（例えば、磁気記録媒体（例えば、ハードディスクドライブ、フロッピー（登録商標
）ディスク、テープなど）、光記録装置（ＣＤ－ＲＯＭ、光ディスクなど）、揮発性及び
不揮発性メモリ装置（例えば、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＲＡＭ、ＤＲＡＭ、Ｓ
ＲＡＭ、ファームウェア、プログラムロジックなど））において実行されるコードやロジ
ックを示す。コンピュータ可読媒体内のコードはプロセッサによりアクセス及び実行され
る。
【０１１０】
　実施例で実行されるコードは、伝送媒体を介して、又はネットワーク上のファイルサー
バからアクセスすることもできる。その場合、上記コードの実行された製造物は、ネット
ワーク伝送ライン、無線伝送媒体、空中を伝播する信号、無線波、赤外線信号などの伝送
媒体を含む。もちろん、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、その構成
の様々な変更が可能であり、前記製造物が公知の情報伝達媒体（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
　ｂｅａｒｉｎｇ　ｍｅｄｉｕｍ）をも含むことを理解するであろう。
【０１１１】
　図面に示すロジック具現は、特別な順序で発生する特定動作を記述する。他の具現では
、特定ロジック演算は、異なる順序で行われたり、変更されたり、除去されて、本発明の
実施例を具現できる。また、上記のロジックに演算が追加されることがあり、相変らず本
発明の様々な具現に符合する。
【０１１２】
　図６は、本発明の様々な実施例に係る無線通信システムの様々な個体間の信号流れを示
す図である。図示された個体（ｅｎｔｉｔｙ）は、プライマリステーション、端末、第１
ＣＳ、グループリーダＣＳ及びＣＣＳを含む。これらの個体は詳細に上述された。
【０１１３】
　いくつかの実施例によれば、無線通信は、任意の第１グループ周波数を通じて端末とＣ
ＣＳ間の無線通信を許容することによって可能である。一般に、第１グループ周波数のう
ち少なくとも一つは、端末通信範囲内のプライマリステーションと関連した周波数である
。
【０１１４】
　６０５動作は、第１ＣＳがＣＣＳから少なくとも一つの候補周波数の候補リストを有す
るメッセージを受信する段階を含む。通常、候補リストの各周波数は、端末、ＣＣＳ及び
プライマリステーションのそれぞれが動作するように設定される周波数である。第１ＣＳ
及びグループリーダは、通常、複数のＣＳの一つである。
【０１１５】
　それぞれ異なる周波数の信号６１０は、第１ＣＳから受信される場合を示す。このよう
な信号は、例えば、第１伝送パラメータを生成するために、候補リストの周波数の利用可
能性を測定することを許容する（６１５動作）。
【０１１６】
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　６２０動作は、第１ＣＳからグループリーダＣＳに第１伝送パラメータを伝送する過程
を含む。６２５動作は、第１ＣＳから受信された伝送パラメータに基づいて、候補リスト
中のどの周波数を端末とＣＣＳとの通信に利用できるかを表すターゲット周波数リストを
決定する段階と関連している。
【０１１７】
　６３０動作は、ターゲット周波数リストの少なくとも一つの周波数を確認する（ｉｄｅ
ｎｔｉｆｙｉｎｇ）割当メッセージをブロードキャストまたは伝送する段階を含む。いく
つかの時点で、端末は、割当メッセージから確認されたターゲット周波数リストの周波数
を用いてＣＣＳと通信を行う（６３５動作）。
【０１１８】
　以上の実施例及び特徴は例示的なもので、本発明を制限するためのものではない。本発
明は、他の形態の装置とプロセスにも適用することができる。これら実施例の説明は、例
示的なもので、特許請求の範囲を制限するものではない。様々な代替、変更、変形が当業
者には明らかになるであろう。
【産業上の利用可能性】
【０１１９】
　無線通信を容易にする装置及び方法が、３ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＩＥＥＥ　８０２などのよ
うな様々な移動通信システムに適用される。
 

【図１】
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